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讃
寺
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
一
〇
〇
号
と
な
り

　

平
成
20
年
4
月

『
親
鸞
聖
人
七
百
五
拾
回
御
遠
忌（
待
）に
あ
た
り
寺
報
発
刊
に

憶
う
』

　

と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
願
い
は
そ
の
後
に

続
く
文
章
の
通
り
で
す
。

　

平
成
23
年
5
月
に
住
職
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
住
職
は
亡
く

な
る
ま
で
新
聞
に
携
わ
り
、
そ
の
年
の
７
月
号
で『
住
職
還
浄
』

と
い
う
お
知
ら
せ
か
ら
私
が
新
聞
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
そ
の
願
い
通
り
に
な
っ
て
い
る
か
を
か
え
り
み
る
に
、
何

と
も
自
信
な
く
。
ふ
ら
ふ
ら
と
１
０
０
号
ま
で
な
っ
た
の
だ
な
、

と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
発
刊
か
ら
８
年
以
上
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
一
度
、
第
一
号
の
発
刊
の
願
い
を
思
い
起
こ
し
今

後
も　

讃
寺
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

讃
寺
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
刊
後
、
私
は
、
仏
教
の
事
、
同
朋
会
、

女
人
講
、
二
十
八
日
講
等
を
投
稿
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年

七
月
で
発
刊
か
ら
一
〇
〇
号
と
な
り
ま
す
が
、
私
の
投
稿
は
半

分
の
五
〇
号
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の
記
録
を
次
の
ペ
ー
ジ
に
想

い
出
と
し
て
記
載
し
ま
す
。

発
刊
第
一
〇
〇
号
を
紀
念
し
て
思
う
事

伊
藤
和
美
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2
0
0
9
年
3
月

2
0
0
9
年
5
月

2
0
0
9
年
7
月

2
0
0
9
年
8
月

2
0
0
9
年
9
月

2
0
0
9
年
10
月

2
0
0
9
年
11
月

2
0
1
0
年
2
月

2
0
1
0
年
3
月

2
0
1
0
年
5
月

2
0
1
0
年
8
月

2
0
1
0
年
9
月

2
0
1
0
年
10
月

2
0
1
0
年
11
月

2
0
1
0
年
11
月

2
0
1
0
年
12
月

2
0
1
1
年
1
月

2
0
1
1
年
2
月

2
0
1
1
年
3
月

2
0
1
1
年
7
月

2
0
1
1
年
9
月

2
0
1
1
年
10
月

2
0
1
1
年
11
月

2
0
1
1
年
12
月

2
0
1
2
年
2
月

2
0
1
2
年
3
月

2
0
1
2
年
4
月

2
0
1
2
年
7
月

2
0
1
2
年
8
月

2
0
1
2
年
9
月

2
0
1
2
年
10
月

2
0
1
2
年
11
月

五
帖
和
讃
に
つ
い
て

極
楽
探
し
の
旅

納
涼
大
会
の
想
い
出

復
興
永
代
経
に
よ
せ
て

稲
葉
地
六
地
蔵

写
真
を
撮
っ
て
六
十
年

三
代
の
出
家

　

讃
寺
の
五
葉
松

お
め
ぁ
さ
ん
し
っ
て
ら
ぁ
す
か
な
も

　

讃
寺
同
朋
会
に
つ
い
て

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
1
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
2
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
3
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
4
）

　

讃
寺
同
朋
会

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
5
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
6
）

　

讃
寺
二
十
八
日
講
総
会
に
思
う

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
7
）

ご
院
主
様
が
亡
く
な
っ
た

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
8
）

　

讃
寺
秋
の
境
内
大
掃
除

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
9
）

嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話

　

讃
寺
物
語

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
10
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
11
）

誰
だ
か
わ
か
る
か
な
〜

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
12
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
13
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
14
）

前
坊
守
さ
ま
ご
逝
去
に
よ
せ
て

1
2
号

1
4
号

1
6
号

1
7
号

1
8
号

1
9
号

2
0
号

2
3
号

2
4
号

2
6
号

2
9
号

3
0
号

3
1
号

3
2
号

3
2
号

3
3
号

3
4
号

3
5
号

3
6
号

4
0
号

4
2
号

4
3
号

4
4
号

4
5
号

4
7
号

4
8
号

4
9
号

5
2
号

5
3
号

5
4
号

5
5
号

5
6
号

　
讃
寺
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
投
稿
し
た
記
録

伊
藤
和
美

No.

発
行
年
月

ジ
ャ
ー
ナ
ル

N
O
・

題　
　

名
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2
0
1
3
年
2
月

2
0
1
3
年
3
月

2
0
1
3
年
4
月

2
0
1
3
年
8
月

2
0
1
4
年
2
月

2
0
1
4
年
4
月

2
0
1
4
年
6
月

2
0
1
4
年
7
月

2
0
1
4
年
11
月

2
0
1
4
年
12
月

2
0
1
5
年
2
月

2
0
1
5
年
3
月

2
0
1
5
年
6
月

2
0
1
5
年
7
月

2
0
1
5
年
9
月

2
0
1
5
年
11
月

2
0
1
5
年
12
月

2
0
1
6
年
4
月

2
0
1
6
年
7
月

寺
西
さ
ん（
み
い
ち
ゃ
）と
私

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
15
）

阿
弥
陀
経
に
つ
い
て（
16
）

ふ
る
さ
と
稲
葉
地
（
1
）

ふ
る
さ
と
稲
葉
地
（
2
）

　

讃
寺
を
支
え
た
女
人
講

ふ
る
さ
と
稲
葉
地
（
3
）

　

讃
寺
同
朋
会
五
十
周
年

同
朋
会
団
体
参
拝
寺
院
一
覧

第
一
回
本
山
上
山
奉
仕
の
想
い
出

　

讃
寺
本
堂
の
歴
史
（
1
）

　

讃
寺
本
堂
の
歴
史
（
2
）

　

讃
寺
本
堂
の
歴
史
（
3
）

納
涼
大
会
の
想
い
出

　

讃
寺
本
堂
の
歴
史
（
4
）

　

讃
寺
の
鐘
楼
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド（
1
）

　

讃
寺
の
鐘
楼
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド（
2
）

清
寿
庵
報
恩
講
、終
了
に
つ
き

私
の
投
稿
の
記
録

5
9
号

6
0
号

6
1
号

6
5
号

7
1
号

7
3
号

7
5
号

7
6
号

8
0
号

8
1
号

8
3
号

8
4
号

8
7
号

8
8
号

9
0
号

9
2
号

9
3
号

9
7
号

1
0
0
号

　

五
月
晴
れ
に
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
親
鸞
聖

人
の
生
誕
地
と
法
界
寺
に
出
か
け
た
。
二
つ
の
寺
院
で
の
感
想

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

京
都
駅
で
J
R
奈
良
線
に
乗
り
換
え
六
地
蔵
で
降
り
る
。
そ

こ
か
ら
市
バ
ス
で
日
野
誕
生
院
行
き
に
乗
る
と
終
点
が
目
的
地

で
あ
る
。
京
都
駅
か
ら
四
十
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

意
外
に
近
く
感
じ
た
。
好
天
で
朝
の
十
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
が
汗

を
か
く
よ
う
な
暑
さ
で
う
ん
ざ
り
し
た
。

　

誕
生
院
は
思
っ
た
よ
り
小
さ
な
寺
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
の
四

天
王
寺
を
思
い
出
す
よ
う
な
建
物
で
山
門
を
入
る
と
左
右
に
回

廊
と
中
庭
は
白
い
小
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
真
ん
中
に
灯
篭
は

一
灯
だ
け
あ
り
、
そ
ば
の
石
畳
を
渡
っ
て
本
堂
に
入
る
。
中
央

に
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
あ
る
。
こ
の
堂
宇
は
西
本
願
23

代
の
頃
に
創
建
さ
れ
た
か
ら
百
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

意
外
だ
っ
た
の
は
本
山
の
よ
う
な
建
築
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ

が
、
聖
人
は
聖
徳
太
子
を
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

日
野
の
里
を
訪
ね
て
（
１
）

村
上
三
智
雄
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行
事
予
定 

【
20
組
行
事
予
定
】

二
時　
　
常
任
委
員
会

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　

学
習
会

十
時　
　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

　

八
　

月
　  

四
　
日

　

　
　

　
　
十
三
日

　

　
　   

　
十
九
日

　

　
　   

二
十
八
日 （

木
）

（
土
）

（
金
）

（
日
）

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　

学
習
会

　

七
　

月
　

九

日

　

　
　   

　

十
九
日 （

土
）

（
火
）

八
時　
　
後
片
付
け

十
時　
　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

　
　     

二
十
五
日
　

　
　     

二
十
八
日
　（
月
）

（
木
）

ボ
ー
ル
す
く
い
・
輪
な
げ
・
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
な
ど
…

楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

（
雨
天
決
行
）

納涼大会

（
役
員
は
七
時
）

（
役
員
は
七
時
）

 

日
帰
り
団
体
参
拝
バ
ス
旅
行

 

九
月 

七
日（
月
）

参
加
費…

八
〇
〇
〇
円（
予
定
）

締
切
り…

八
月
九
日

長
浜
別
院
、
八
幡
別
院
を
参
拝
し
ま
す
。
黒
壁
ス
ク
エ
ア
、

近
江
八
幡
の
町
並
を
散
策
し
ま
す
。
出
発
地
は
、
名
古
屋

駅
と
Ｊ
Ａ
稲
葉
地
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
に
て
。

て
納
得
し
た
。
一
方
、
法
界
寺
で
は
本
尊
は
同
じ
で
あ
る
が
拝

観
料
が
い
る
し
、
阿
弥
陀
様
よ
り
薬
師
堂
の
ほ
う
が
人
気
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
源
平
合
戦
の
頃
で
世
の
中
が
乱
れ
て
い
た
か
ら

人
々
は
来
世
の
幸
せ
と
か
病
気
平
癒
の
祈
り
を
込
め
て
盛
ん
に

参
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
年
輪
が
浮
き
出
て
い
る
四
柱
や
手
す
り

を
見
る
と
何
百
年
も
経
た
表
情
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
堂
や
像
も
、
さ
ら
に
薬
師
堂
も
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
。

　

聖
人
の
幼
少
（
９
歳
ま
で
）
の
頃
は
家
の
前
の
寺
と
し
て
父

母
と
よ
く
お
参
り
や
、
兄
弟
や
近
く
の
子
供
と
遊
ん
だ
と
こ
ろ

で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
４
歳
で
父
を
、
８
歳
で
母
を
亡
く

し
て
い
る
の
で
尋
常
な
家
庭
で
育
て
ら
れ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん

か
ら
、
遊
び
半
分
の
思
い
で
阿
弥
陀
様
に
手
を
合
わ
せ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
や
こ
れ
や
と
考
え
つ
つ
、
日

野
の
里
を
た
ち
石
田
よ
り
地
下
鉄
で
東
山
の
青
蓮
院
へ
行
っ
た
。

聖
人
が
９
歳
で
天
台
座
主
慈
円
の
も
と
で
得
度
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
日
野
の
里
と
は
違
っ
て
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、
ま
た
参
る
は
と

早
々
に
帰
路
に
つ
い
た
。

六
時　

納
涼
大
会

　

　
　   

二
十
四
日（
日
）


